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オノマトペを用いたリズム創作の可能性 
─ 協働性に着目して ─
佐 野 仁 美 ・ 岡 林 典 子
１ ．は じ め に
　日本で「音楽づくり」の前身ともいえる創造的音楽学習が広まり始めたのは1980年代である。
1989年改訂の小学校学習指導要領には、「音楽をつくって表現できるようにする」と記載され、
2008年改訂の小学校学習指導要領から「音楽づくり」として明記された。創作指導は戦後から
の歴史があるものの（1）、「音楽づくり」はまだそれぞれの教師により試みられている段階であ
り、指導法が体系化されているとは言い難い。「音楽づくり」とは、音素材や記譜法などの点
で創作教育の枠を広げ、即興性を重視した分野である。しかしながら、即興性を重視する以上、
そもそも音楽をつくるための素地となる子どもの感性が充分に育っていないと、真に子どもの
自発的な表現は生れないのではないだろうか。
　筆者らは、幼児期に総合的かつ自由な表現の体験を積み重ねることにより、小学校における
音楽づくりの活動が豊かなものとなり、自分なりの音楽表現に結び付くのではないかという仮
説のもと、幼小の接続の視点から音楽づくりの実践的研究を重ねている。絵本を教材として音
のイメージを喚起し、オノマトペと身体表現を結び付けて音の強弱や高低を理解することや、
様々な楽器の音をオノマトペで表現して音色に気づくことなど、音楽づくりの素地を育むプロ
グラムを開発してきた（2）。なかでも、実践を行う中で、枠にはめた表現ではなく、子どもた
ちが自由に音や楽器と出会って音遊びをすることの重要性が実感できた。
　それでは、自由な音遊びや音を用いた体験と並行して、あるいはその後、どのように音楽づ
くりへと発展させていけばよいだろうか。本稿ではリズムに焦点をあて、2017年 2 月に「アフ
リカの音のリズムを楽しもう・つくろう」を題材にした小学校第 2 学年の音楽科の授業実践を
取り上げる。教材には、西アフリカの人々の生活の中で伝えられてきた太鼓のリズムが書かれ
ている絵本、『リズム』（絵：真砂秀明、監修：柳田知子・砂川正和、ミキハウス、1990年）を使用し、
その中のオノマトペを組み合わせて、声や身体表現、打楽器を用いて簡単なリズムを創作した。
筆者らは、とりわけ、音楽づくりにおいて、出来上がった作品よりもむしろ音楽をつくる過程
が重要と考えている。本稿は、授業実践をもとに、オノマトペを用いたリズム創作の可能性に
ついて考察する。さらに、音楽づくりの過程を分析し、その中で生まれた協働的な学びを明ら
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かにすることが本稿の目的である（3）。
２ ．低学年のリズム創作における題材の位置づけ
２.１　オノマトペを用いる意義
　筆者らは、幼児が打楽器（民族楽器を含む）の音をオノマトペで表現して楽器の音色に気づい
たり、絵本の絵のイメージをオノマトペで言った後に、それを身体や打楽器を用いて表現して
高低や強弱、音色といった音の性質を感じ取ったりするなど、音楽づくりを行うための素地を
養うプログラムを開発してきた。さらに、幼児が絵本の中のオノマトペを身体表現しながら唱
える表現遊びのプログラムの中に、言葉の抑揚、速度、強弱など、音楽を特徴付けている要素
につながる表現を見出すことができた。
　擬音語や擬態語などのオノマトペは、ものごとの状態や感情を端的に表現することができ、
まだ語彙が豊富でない幼い子どもにとって身近な言葉である（4）。また、オノマトペは繰り返
しを含むことが多い。リズムは規則的な反復を基盤とするものであり、その意味で、繰り返し
を多く含むオノマトペからはリズムを感じ取りやすい。低学年の子どもにとって、「音」とい
う目に見えないものを概念化した楽譜を理解することは難しく、実感を伴ってそれを表現する
にはかなりの困難がつきまとう。しかし、オノマトペを用いることにより、楽譜を介在させな
くても、低学年の子どもが無理なくリズムをつくれるのではないかと思われる。
２.２　低学年の教科書におけるリズムづくりの教材
　まずは、教科書にどのようなリズムづくりの教材が掲載されているのかを調べてみよう。教
育芸術社の第 1 学年の教科書では、一定のリズムの中に「たまご」「おむらいす」などの言葉
をあてはめ、組み合わせて発音したり、リズムをつくったりする活動が見られる（5）。第 2 学
年では、「ドンカカ」「ドコドン」のような太鼓のオノマトペと 4 分音符や 8 分音符を併記した
カードを用いて、お祭りの音楽をつくる教材が掲載されているほか（6）、 4 拍の音符を書いた
リズムカードを好きな打楽器を用いて打ち、友だちと組になって応答したり、強弱を工夫した
りする教材が挙げられている（7）。
　教育出版の第 1 学年の教科書では、「たん」と「うん」を組み合わせてリズムをつくり、身
体で打ってみて友だちと真似し合い、打楽器で打ってみる教材（8）、「たん」「たた」「うん」を
組み合わせてリズムをつくり、好きな楽器で打ち、つなげて応答する教材が掲載されている（9）。
第 2 学年では、「ぴょんぴょこぴょん」「ぴょーんぴょん」のようなオノマトペと 4 分音符や 8
分音符、 2 分音符が併記されたカードの例を用いて声や手拍子で演奏し、リレーで模倣したり、
2 人がそれぞれのリズムで応答し合ったりする教材（10）、「ドンドンドンウン」「ドドンコドン
ウン」のような太鼓のオノマトペと 4 分音符や 8 分音符を併記したカードを選び、かけ声も選
んで、お祭りの音楽をつくる教材などが掲載されている（11）。
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　以上のように、教科書において、オノマトペは音楽づくりの材料としても多く扱われている。
第 2 学年のオノマトペと音符が併記されたカードからは、オノマトペを発音することにより、
音符の長さの理解へとつなげようとしている意図が汲みとれるとともに、拍が併記されている
ことからは、拍の流れにのって演奏することを重視していることがわかる。さらに、タンブリ
ン、トライアングル、大太鼓、シンバルといった打楽器から音を見つけて絵や言葉で記録する
例もあり（12）、異なった素材の打楽器や様々な奏法を用いて、音色への気づきが図られている
ように思われる。
２.3　民族音楽の取り扱い
　上記のように、両社の教科書とも、子どもたちにとって身近なお祭りの音楽をつくる教材を
掲載しており、太鼓のリズムづくりを日本音楽への導入と位置づけている。しかしながら、低
学年において、民族音楽は特段取り上げられているわけではない。ちなみに民族楽器は、1989
年告示の小学校学習指導要領第 6 節音楽の「第 3 　指導計画の作成と各学年にわたる内容の取
り扱い」 2（4）ウ「第 5 学年及び第 6 学年で取り上げる旋律楽器」に、「和楽器及び諸外国の
民族楽器」として挙げられたのが始まりである（13）。この時期には民族音楽が広まり、たとえ
ば1992年の 『季刊音楽教育研究』第71号では、「民族的音楽へのアプローチ」という特集記事
が組まれていて（14）、この分野への関心の高まりが感じられる（15）。
　「音楽づくり」のもとになった1980年代の創造的音楽学習は、現代音楽の手法を創作に取り
入れ、従来の楽音以外の音を用いたことが特徴の一つである。そもそも現代音楽は民族音楽か
ら強い影響を受けており、「音楽づくり」にもドローンやリズムパターンを組み合わせると
いった民族音楽の手法を用いた活動が見られる（16）。ゆえに、民族音楽のリズムづくりもその
後の音楽づくりの活動へスムーズにつながると考えられる。今回取り上げるアフリカの太鼓の
音楽は、シンコペーションを多用した複雑なリズムやポリリズムを特徴としており、そのリズ
ムはポピュラー音楽にも大きな影響を与えている。とはいえ、低学年の児童には馴染みのない
リズムであると考えられるので、お祭りの音楽づくりと同様に、オノマトペのカードを選んで
並べてつくる方法を用いた。
　ちなみに、打楽器については、1998年告示の小学校学習指導要領の「第 3 　指導計画の作成
と各学年にわたる内容の取り扱い」 2（3）アにおいて、「各学年で取り上げる打楽器は、木琴、
鉄琴、我が国や諸外国に伝わる様々な楽器を含めて、演奏の効果、学校や児童の実態を考慮し
て選択すること」と書かれている。2017年告示の学校学習指導要領にいたっても、「各学年で
取り上げる打楽器」として、「諸外国に伝わる様々な楽器」という文言は引き継がれている。
　本実践では、民族音楽を題材にすることから、幅広い音色に気づくことができるように、タ
ンバリン、カスタネット、アゴゴウッド〔切込みを入れたウッドブロック〕、トライアングル
のほか、子どもにも扱いやすい小型の民族楽器ジル〔フィンガーシンバル〕、マンジーラ〔小
型の紐付きシンバル〕、パーランクー〔片面に牛皮を張った太鼓〕から自由に選ばせた。以上
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のように、本研究は民族音楽のオノマトペや民族楽器を用いることにより、子どもたちのリズ
ムの世界を広げようとする試みである。
２.4　協働的な学びについて
　2017年 3 月に新たな幼稚園教育要領と小学校学習指導要領が告示された。この度の改訂では
2015年 8 月に出された「教育課程企画特別部会論点整理」（17）から2016年12月の中央教育審議会
答申（18）へ至る過程でなされた議論を踏まえ、幼稚園教育から初等中等教育を通じて育成すべ
き資質・能力の方向性が明確に示された。新幼稚園教育要領では幼小の円滑な接続を図る観点
から「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が、具体的に「自立心」「協同性」「言葉による
伝え合い」「豊かな感性と表現」などの10項目に整理された。それは、幼稚園終了時までに身
に付けていくことが望まれるものを具体的な姿として整理したものである。こうした幼児期に
育まれる資質・能力は、徐々に小学校の各教科に応じた学びへと系統的につながることが望ま
しいといえる。小学校においては、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工
夫することにより児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向かい、幼児期の教育を通して育
まれた資質・能力を更に伸ばしていくことができるようにすることが重要だとされている（19）。
またこの度の学習指導要領の改訂では、子どもの発達に即して、主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた指導の工夫や配慮が求められている。小学校音楽科では、そのような学びの実現
に際して、「音楽的な見方・考え方を働かせ、他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり
音楽を聴いてそのよさを見いだしたりするなど、試行、判断し、表現する一連の過程を大切に
学習の充実を図ること」が指摘されており（20）、子どもが「他者と協働しながら音楽学習に取
り組むこと」や「学んだことや学んでいることの意味を自覚できるようにすること」など、協
働的な学びが重要視されている（21）。
　ところで、幼稚園教育要領では「協同」という言葉が用いられているが、小学校学習指導要
領にみられる「協働」という言葉とは、どのような違いがあるのだろうか。弘田（2016）は「協
同」について概念整理を行い、2005年以降に「協同」が幼児教育学および保育学において大き
な研究テーマとなったことを指摘している（22）。この「協同」という概念を幼児教育・保育の
キーワードとしたのは、この度の改訂に文部科学省中央教育審議会委員・教育課程部会長とし
て関わった無藤隆であるが、無藤は「協働」について、「子ども同士の協働とか対話と言って
いるのは、お話を聞くとかやりとりをするより、もう少し重い言い方をしているわけですが、
それは、それぞれの人が自分の考えを表す。その表したものを共有し、それを基にして問題解
決に向けて対話していくこと」であると述べている（23）。つまり、互いの思いや考え方を共有
するところまでの「協同」と、さらに進んで多様な表現を通じて様々な考えの人と「対話」す
るのが「協働」であり、それが両者の違いであるといえる。また、無藤との共編著の多い古賀
（2016）は、「協同」を「協働」の前段階の発達として捉えている（24）。
　音楽はそもそも協同的、集団的な性格を有しているが、幼児期の音楽活動の中で芽生える協
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同性は、小学校になると子どもの成長に即した人間関係の中で生じる「対話」により、表現の
深まりや創造性の広がりをもたらす協働的な学習へと繋がるだろう。
　これまで、幼児期を中心としてわらべうたに着目した協同性の研究（25）や、小学校での楽器
づくりにおける協働の学習（26）についての研究などがなされている。筆者らも領域「表現」の
音遊びからつながる小学校音楽科での「マラカスづくり」の授業を、子どもたちのオノマトペ
表現や協同性の成り立ちに注目して考察を進めてきた（27）。また、円城寺佐知子らはインクルー
シブな視点により、音楽活動における多様性と協働を保障する授業の開発に取り組み、実践を
試みている（28）。こうした関連研究の流れの中で、本研究では小学校での音楽づくりの過程に
みられる子どもたちの対話による表現の深まりや創造性の広がりなどの協働的な学びについて
明らかにしたいと思う。
3 ．京都市立A小学校における実践
3.１　実践の方法・ねらい
　筆者らは指導計画を立てて、担当教諭と事前に綿密な打ち合わせを行った後、2017年 2 月27
日 5 ･ 6 校時に京都市立 A 小学校第 2 学年 1 クラス（男子：11名、女子：13名、計24名）において
実践を行った。今回の実践では、筆者らは授業の様子を観察し、ビデオ 3 台により記録した。
その後、教諭から聞き取り調査を行った上で、記録をもとに分析するという手続きをとった。
題材と題材の評価基準を表 1 に示した。
3.２　第 １時の実践と子どもたちの様子
　第 1 時のねらいと評価規準、主な内容を表 2 に示した。まず絵本 『アフリカの音』（沢田とし
き作・絵、講談社、1996年）を読み聞かせ、アフリカの太鼓がどのようなものかを理解し、次に、
DVD 『世界の音楽紀行　アフリカ』（演奏・歌：アクワバ、企画制作：ラティーノ）より、アフリカ
の自然と太鼓の演奏の部分の映像を視聴した。映像が始まると「初めて見た」「ダンスも太鼓
もしている」「いろんな太鼓があって面白かった」との発言が出て、子どもたちの興味津々な
様子が窺えた。絵本や映像を熱心に視聴し、誰に強制されることもなく、自然に 4 名が映像に
同期して身体を動かしたり、あるいはその後にひざを打ち始めたりしたことからも、子どもた
表 1 　題材と題材の評価基準
題　　材 アフリカの音楽を聴いて、アフリカのリズムを楽しもう・つくろう
評価基準 〈音楽への関心 ･ 意欲・態度〉
音楽の仕組みや音を音楽にしていくことに興味 ･ 関心をもち、思いをもって簡単な音楽
をつくる学習に進んで取り組もうとしている。
〈音楽表現の創意工夫〉
音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感
じ取りながら、音楽の仕組みを生かし、音を音楽にしていくことをいろいろと試して、
自分の考えや願いをもって簡単な音楽をつくる工夫をしている。
〈音楽表現の技能〉
音楽の仕組みを生かし、音を音楽にしている。
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ちは、アフリカの人々の生活とともにある太鼓の音に魅せられていったようである。
　その後、絵本 『リズム』に掲載されたアフリカの太鼓の音から「カランカラン コロ」「ゴド 
パッティパ」「ゴドゴ パック」のオノマトペを選び、教師に続いて何度も声に出してリズムに
慣れた上で（27）、発声とともに手拍子によるリズム打ちを行った。その後、クラスを二つのグ
ループに分け、リズムを二つに分けてそれぞれのグループが掛け合ったり繰り返したりして、
座っているカホンを打ち、リズムを組み合わせる活動を行った。最初はリズムにのれず、掛け
合いができない子どもがいたものの、子どもたち全員が積極的に大きな声で発音し、リズム遊
びを楽しんでいた。たとえば、「カランカラン コロ」のオノマトペからは、言葉のリズムをも
とに、通常の 2 拍子や 3 拍子を基本としたリズムとは異なるリズムが生れたり、「ゴド パッ
ティパ」のオノマトペでは、「タタ タンタタ」というリズムとは異なり、「パッティパ」の部
分で空中に向かって手を弾むように打つような動作が見られたりした。
　次時にオノマトペを組み合わせてリズムをつくり、言葉に合った楽器の音を探して演奏する
ことを予告した後、教諭が実際に鳴らして 7 種類の楽器の名前と音を紹介するとともに、同じ
楽器でも叩き方によって音が変わることを例示した。たとえば、教諭が打ったパーランクーの
音に、数人の子どもたちが反応して「カランカラン コロ」と言いながら打つ真似をするなど、
子どもたちは初めて見る民族楽器に心を奪われたようである。その後、 4 名ずつ 6 グループに
分かれて、グループごとに、かごに入った 7 種類の楽器から自由に楽器を鳴らして、 3 分あま
り自由に音探索をした。子どもたちの中には、単にオノマトペのリズムを打つだけでなく、
パーランクーの枠を打ってみたり、角度を変えてアゴゴウッドのいろいろな場所を打ってみた
りするなど、様々な叩き方を工夫する姿が見られた。
3.3　第 ２時の実践と子どもたちの様子
　第 2 時のねらいと評価規準、主な内容を表 3 にまとめた。第 2 時では、班ごとに 3 種類のア
フリカの太鼓のリズムより 2 種類を選び、 4 枚のボードにリズムが記載された紙を貼って並べ
るようにした。その際、同じリズムを 2 枚ずつでも、 1 枚と 3 枚の組み合わせでもよいことを
伝えて、班で話し合い、ボードの並べ替えによりリズムを入れ替えて、いろいろと試してみる
ように指導した。子どもたちは、それぞれのリズムの担当者を決め、オノマトペの言葉のイ
表 2 　第 1 時のねらい・評価基準・主な内容
ね ら い アフリカの音楽を聴いて、アフリカのリズムを楽しむ。
評価基準 〈音楽への関心・意欲・態度〉
アフリカのリズムに興味・関心をもち、リズム打ちや音色選びについて思いをもって進
んで取り組もうとしている。
主な内容 ○絵本 『アフリカの音』の読み聞かせをする。
○ DVD によるアフリカの音楽を視聴する。
○ 絵本 『リズム』に掲載されたオノマトペ、「カランカラン コロ」「ゴド パッティパ」
「ゴドゴ パック」を何度も声に出して、リズムに慣れる。
○班に分けて言葉を掛け合ったり、手拍子や椅子を用いてリズムを打ったりする。
○民族楽器を含む様々な打楽器を自由に鳴らして、音遊びをする。
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メージに合う楽器を選んだり、自分たちのつくったリズムをつなげて打ってみたりすることを
繰り返していた。
　今回の実践では、音を音楽に組み立てる過程を重視していたので、グループでの音楽づくり
を約20分間行った。その後、班ごとに工夫した点を口頭で発表して、 4 枚のボードを前に並べ、
つくったリズムを 2 回繰り返して演奏した。残りの子どもたちは演奏を聴き、挙手した子ども
が演奏の良かった点を述べるようにした。
　発表した 6 班から順に、グループ発表の様子を表 4 にまとめた。なお、表 4 の「発表の実
際」の項目では、「カランカラン コロ」のリズムを A、「ゴド パッティパ」のリズムを B、「ゴ
ドゴ パック」のリズムを C としてつくったリズムを示し、オノマトペの部分を担当した楽器
名を記載している。
　子どもたちの中には、「リズムを替えたり、続けたりするのを頑張った」（ 6 班）、「ちゃんと
リズムをとって叩けるようにした」（ 5 班）のように、まずリズムを打つこと、それをつなげる
ことに重点を置いた段階にとどまっていた班もあった。しかし、その他の班では、「交代ごう
たいに楽器を使って、一番合ったのを使いました」（ 4 班）、「順番を替えていろんな楽器を替
えてやった」（ 3 班）のように、順番を替えたり、言葉に合う楽器を選んだりしていた。その結
果、例えば 3 班では、「ゴドゴ」「パック」をマンジーラとジルといった金属でできた楽器で演
奏し、「カランカラン」「コロ」と対比的な音にすることに成功していた。聴いている子どもの
「低い音と高い音を合わせて、よいリズムになっていた」という発言からも、 3 班では音色の
違いが効果的に音楽づくりに用いられていたことが分る。
　さらに、「叩く場所によって音が違うから、いろんなところを叩いたり、こすったりして、
いい音を見つけて、その音を利用しました」（ 2 班）と言って、アゴゴウッドの左右を打ち分け
たり、パーランクーの鼓面と枠を打ち分けて音色を変化させる表現が見られた。ここからは自
分たちで同じ楽器でも叩く場所によって音色が違うことに気づき、自分なりに工夫してオノマ
トペの語感に合う音をつくっていたことが窺える。枠を指差して「パーランクーのここを叩い
ていた」と発言したように、聴いている子どもたちもそれを見逃さなかった。
　さらに、聴いている子どもから「カランカラン コロ」の中の「コロ」と「ゴド パッティ
パ」の「ゴト」が同じリズムであることを指摘した発言があった（ 1 班）。そして、このことは
教諭によって再度全員に確認されるという手続きを経て、クラス全体の学びにつながっていっ
た。以上のように、子どもたちは集中して、友だちのつくったリズムを互いに聴き合い、リズ
ムの違いや共通点、音色の違いを感じ取っていたことがわかる。
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表 3 　第 2 時のねらい・評価基準・主な内容
ね ら い 言葉やリズムの面白さ、音色の違いを感じ取りながら、音を音楽にしていくことをいろ
いろと試して、自分の考えや願いをもって工夫して、簡単な音楽をつくる。
評価基準 〈音楽表現の創意・工夫〉
言葉やリズムの面白さ、音色の違いを感じ取りながら、音を音楽にしていくことをいろ
いろと試して、自分の考えや願いをもって工夫して、簡単な音楽をつくっている。
〈音楽表現の技能〉
言葉やリズムの面白さを生かし、音を音楽にしている。
主な内容 ○ 4 名のグループで相談して、 3 種類のリズムのうち、 2 種類のリズムを選ぶ。
○選んだ種類のリズム、言葉に合う音色の楽器を選ぶ。
○ リズムを記した 4 枚のボードを並べ替え、いろいろと試しながら、強弱をつけたり、
速さを工夫したりして、自分たちのイメージにあった音楽をつくる。
○ 工夫した点をコメントしてから、グループで発表する。さらに、自分の努力した点、
発表したグループを聴いた感想をワークシートに書く。
表 4 　発表の様子
班 発表の実際（筆者の観察による） 自分たちで工夫した点 聴いていて良かったところ
6 班 ACCA：「カランカラン」〔トライアン
グル〕「コロ」〔アゴゴウッド〕「ゴド
ゴ」〔パーランクー〕「パック」〔マン
ジーラ〕
・ つなげて演奏するのが難しい様子で、
教諭が指差して手助けする。
・ リズムを替えたり、続
けたりするのを頑張っ
た。
・ 「ゴドゴ パック」の 2
名がリズム良く合わせ
ていた。
5 班 ABBA：「カランカラン」〔パーラン
クー〕「コロ」〔トライアングル〕「ゴ
ド」〔アゴゴウッド〕「パッティパ」
〔カスタネット〕
・ 「カランカラン」のリズムが難しい
様子で、「コロ」のリズムがつなげ
にくい。
・ ちゃんとリズムをとっ
て叩けるようにした。
・テンポ良く演奏してい
た。
4 班 ABAB：「カランカラン」〔マンジー
ラ〕「コロ」〔カスタネット〕「ゴド」
〔パーランクー〕「パッティパ」〔タン
ブリン〕
・ 「コロ」と「ゴド」の間が少しあく
が、その他はスムーズにつなげて演
奏できている。
・ 「カランカラン」と「パッティパ」
では、弾む感じが良く出ている。
・ 交代ごうたいに楽器を
使って、一番合ったの
を使いました。
・ テンポ良く演奏してい
た。
・ 1 人が終ったらすぐに
次の人がつなげていた。
・ 交互にしっかりできて
いた。
3 班 ACAC：「カランカラン」〔パーラン
クー〕「コロ」〔アゴゴウッド〕「ゴド
ゴ」〔マンジーラ〕「パック」〔ジル〕
・ アゴゴウッドの音を左右で打ち分け
て使っていた。
・ 「ゴドゴ」「パック」を金属製の楽器
で演奏し、「カランカラン」「コロ」
と対比的な音にしていた。
・ みんなで違う楽器でも
一緒にやった。
・ 順番を替えていろんな
楽器を替えてやった。
・ 低い音と高い音を合わ
せて、よいリズムになっ
ていた。
2 班 CBCB：「ゴドゴ」〔タンブリン〕「パッ
ク」〔パ ー ラ ン ク ー〕「ゴ ド」〔マ ン
ジーラ〕「パッティパ」〔アゴゴウッド〕
・ アゴゴウッドの左右を打ち分けたり、
パーランクーの枠と皮を順番に打っ
たりして、音を変化させていた。
・ 叩く場所によって音が
違うから、いろんなと
こ ろ を 叩 い た り、 こ
すったりして、いい音
を見つけて、その音を
利用しました。
・ 途中から速くなったけ
れど、リズムが良くと
れていた。
・ パ ー ラ ン ク ー の こ こ
（枠）を叩いていた。
1 班
ABAB：「カランカラン」〔タンブリ
ン〕「コロ」〔カスタネット〕「ゴド」
〔アゴゴウッド〕「パッティパ」〔パー
ランクー〕
・ リズムを上手くつなげようとしてい
るが、リズムにのりきれていない。
・ いろいろな楽器を使っ
て一番合うものを選び
ました。
・ 「コロ」と「ゴド」が同
じリズムで難しそうだ
けれど、連続してもリ
ズム良く打っていた。
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3.4　学びにおける協働性
　筆者らは、グループ活動の様子を観察して回ったが、ここではもっとも集中して、活発に意
見交換が見られた 4 班（男子 1 名、女子 3 名）を例に挙げて、音楽づくりの過程を具体的に見てみ
よう（表 5 ）。 4 班では「カランカラン コロ」「ゴド パッティパ」のカードを選び、当初は、
「カランカラン：E 児（マンジーラ）」「コロ：D 児（カスタネット）」「ゴド：G 児（パーランクー）」
「パッティパ：F 児（ウッドブロック）」のように、リズムと楽器の担当を決めた。しかし、練
習をする中で、うまく進まない F 児の楽器をめぐって、G 児、D 児が他の楽器に変更するよ
うに提案したり（【 1 】【 2 】【 4 】）、演奏を聴いていた E 児がそれについて反応したりして（【 3 】
【 5 】）、全員がより相応しい音を求めていく様子が窺えた（【 6 】【 9 】）。さらに、構成について
も、D 児がリズムの順序の変更を提案し（【 7 】）、それを受け入れて試行錯誤する中で、全員が
納得できる表現を求めてリズムをつくっていく過程が認められた（【 8 】）。
　 4 班の振り返りシートでは、工夫した点として、「みんなで力を合わせてきれいな音になる
ようにした」「カランカランとかに合った楽器を使えた」「音に合った楽器を選ぶのが難しく、
強弱で強くしたりした」「強弱をつけたり速さをかえたりはできる人もいるしできない人もい
るけど、楽器をいろいろ使って演奏を工夫した」と書かれていた。このことからも、子どもた
ちは意識的に楽器を用い、発言にこそ出なかったものの、自分なりに強弱を工夫していたこと
がわかる。
表 5 　 4 班のリズムづくりの過程（男児：D、女児：E、F、G）
E、F、G：「カランカラン コロがここ。」「カランカラン コロ、ゴド パッティパ」
〔譜面を並べて声に出して、始める提案をする。〕
D：「とりあえずこれで演奏してみよう。」〔E：マンジーラ、F：ウッドブロック、G：パーランクー、D：
カスタネットで演奏するが、うまく進まない。F に対して、G が「替えた方がいい」と提案する【 1 】。〕
D：「タンブリンとか…　やり易いと思う。」
F：ジルに換える。
D：「 1 回やってみよう。」
〔G：「ゴド」（パーランクー）→ F：「パッティパ」（ジル）まで演奏。F はすぐに、他の楽器を探す。〕
G：「トライアングルは？」【 2 】
F：トライアングルを持ち上げて、「パッティパ」を鳴らす。
E：「あ〜⤴」と、納得できない様子【 3 】。
D：タンブリンを F に差し出す【 4 】。
〔F はタンブリンの音を試した後、G：「ゴド」（パーランクー）→ F「パッティパ」（タンブリン）を演
奏。E と D が聴く。〕
E：（納得した様子で）「あ〜、あ〜、あ〜、イッセーノーデー」【 5 】
〔全員で演奏が始まる。「ゴド（パーランクー）パッティパ（タンブリン）、カランカラン（マンジーラ）コ
ロ（カスタネット）」を 2 回繰り返すが、 2 回目の「コロ」の流れがうまく行かず、笑い合う。〕
F：「いいかも、いいかも」と、タンブリンに納得した様子【 6 】。
〔再び、全員で 2 回繰り返す。今度は前よりもスムーズに演奏でき、大声で笑い合う。〕
D：「カランカラン コロ、ゴド パッティパ、カランカラン コロ、ゴド パッティパに交換」と、順序の
変更を提案【 7 】。
全員：カードの順序を入れ替えながら、「やってみよう」と意欲的にいう。
F「あっ、いいかもしれん、こっちの方が」全員が納得した様子である【 8 】。
F：トライアングルでやってみるが、うまくいかないので、タンブリンに替える【 9 】。
E：「いいかも！」
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3.5　実践のまとめ
　実践後に行った担当教諭へのインタビューの内容を表 6 にまとめた。子どもたちは、 1 学期
にお祭りのリズムづくりを経験していたものの、グループでリズムをつくるのは初めてであっ
た。インタビューの内容からは、難しいリズムであったが、オノマトペを用いることにより楽
しく表現できていたことが窺える。今回は、難しい民族音楽のリズムを簡単に打つために、リ
ズムを細かく分けて担当を決めていたのだが、その必要はなく、子どもたちにとってはむしろ
リズムを掛け合うことの方が難しかったようである。それでも何度も繰り返すことによって、
子どもたちはタイミングを合わせ、スムーズにつなげることができるようになっていた。
　教諭は、音色については、言葉に合った音色の楽器を探すことができていたが、強弱につい
ては、理解していたものの、それを実際にどのように表現すると相手に伝わるかといった点が
不十分であったと述べている。児童の振り返りシートには強弱について工夫したことが書かれ
ていたものの、実際の演奏では、それほどの差異は認められなかったのである。以上のように、
リズムづくりの過程で、子どもたち自身による音への気づきや音を音楽に構成することへの興
味深い工夫が見られた。しかし、今回は、強弱についての工夫を実際に音に反映させるまでに
は至らなかった。強弱に限らず、どのような音を出せば、自分のイメージ通りの表現ができる
かという問題は、自分の音を客観的に聴くことにつながるわけで、 2 年生にとってかなり難し
い。今回は時間的な制限もあって、子どもたちにそれを理解させることができなかったのであ
ろう。他の班の発表を聴いて気づいたことを自らの表現に取り入れ、再度発表して聴き合うな
ど、表現と鑑賞の双方向からのさらなる学びが必要であろう。
　また、教諭は「絵本や DVD をもっと見ると、よりイメージがふくらんだかもしれない」と
述べている。今回は時間的な制限から、最初に視聴する時間しか取れなかったが、アフリカの
人々の暮らしや太鼓についての理解を深めることにより、同じオノマトペを用いても演奏の仕
方が変わり、リズムにのってもっと楽しめると思われる。この点も、民族音楽を教材に用いる
際の課題である。
表 6 　実践を終えた担当教諭の気づき（終了後のインタビューによる）
・ リズムは思ったよりもできた。オノマトペは面白いので、言葉に合わせて打つと、難しいリズムでも
表現できていた。
・ 2 学期にリズムの応答をしたが、掛け合いは初めてであった。リピートすることにより、つながりが
わかったようである。カードの並べ方で感じが変わり、流れに気づいた子どももいた。
・音色については、意識的に楽器を選んでいた。
・ 発表を鑑賞することにより、強弱について理解はできていたが、楽器を使って自分で表現することが
できていない。
・強弱と高低の認識がごっちゃになり、表現の中で強弱を伝えきれていない。
・楽しく活動していたが、絵本や DVD をもっと見ると、よりイメージがふくらんだかもしれない。
4 ．まとめと今後の課題
　現在の子どもを取り巻く音楽には、民族音楽に起源を持つ音楽も多く含まれている。今回の
実践は、そのような状況を鑑み、民族音楽が持つ多様なリズムを低学年の子どもの音楽づくり
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の活動に取り入れようとする試みであった。しかしながら、民族音楽で用いられるリズムは、
西洋音楽でいえば 2 拍子や 3 拍子のような単純拍子のリズムとは限らず、変拍子も含む難しい
ものであった。筆者らは、幼稚園の遊びにおける子どもの表現をそのまま音楽づくりの活動に
生かすという視点から、音符で記譜することよりも、オノマトペの持つリズム感を取り入れる
ことを目標とした。まずは児童が発するそれぞれの言葉のリズムにのることを優先したのだが、
実践において、子どもたちは楽しみながら言葉を発し、リズムをつくって、オノマトペの語感
をもとにした生き生きとしたリズムを表現することができていた。その要因には、子どもたち
はオノマトペを唱えることや打楽器を鳴らすことが大好きという「遊びのもつ力」が挙げられ
るだろう。
　子どもたちは音遊びを楽しみ、その中で強弱や楽器の音色などの音や音楽の要素に加え、タ
イミングを合わせてリズムをスムーズにつなげることや、音を音楽に構成していくにあたって
反復を用いたり、音を対比的に用いたりすることなどの学びが生れていた。特に、今回は子ど
もたちが初めて体験する民族楽器を使うことにより、音色への関心を高めることができた。こ
れも子どもたちに身近なオノマトペを用いたことで可能になったと思われる。
　今回の実践ではグループ学習の経験がない第 2 学年の子どもたちを対象としていたが、集中
してより良い表現を目差して意見を出し合い、音楽づくりに取り組んでいた姿は印象的であっ
た。発表では自分たちでつくった音楽を演奏する楽しさを感じることができ、それを聴いてい
る子どもたちからは、リズムの構成や音色、強弱についての気づきが生れた。ただし、その学
びが実際の音として現れるには、さらに気づきを確認して再度演奏して聴き合うような段階が
必要となるだろう。
　以上のように、オノマトペを用いた民族音楽のリズムづくりは、オノマトペと身体表現を結
び付けた幼児の表現遊びの後に、音楽づくりへつなげるプログラムとして用いることができる
といえるだろう。加えて、西洋音楽をもとにした教材が教科書の多くの部分を占めているとい
う現状において、早い段階から鑑賞だけでなく、民族音楽をつくるという体験は、子どもの感
性を広げることにつながると思われる。
　絵本を用いた幼児の実践においては、教師のオノマトペの表現をそのまま模倣して身体表現
したり、（偶然の力も借りながら）ほんの少し変化させて友だちの前で発表したりすることが関の
山であった。また、 5 歳児においてグループで活動することは可能であったが、友だちの表現
を見ることはできても、表現を子どもたちだけでうまくつなぐことは難しかった。対して、第
2 学年の本実践においては、子どもたちが音楽をつくっていく過程で互いに多くの学び合いを
していることが明らかになった。つまり、子どもたち同士の「対話」によって表現の深まりや
創造性の広がりをもたらす協働的な学習へ導かれていったことがわかる。今後はさらに実践を
重ね、子どもたちが無理なく簡単な旋律をつくるための有効な指導法を開発していきたい。
謝辞 ：本研究の実践にご協力下さいました京都市立 A 小学校副校長土田圭子先生と木村圭祐
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先生、そして子どもたちに深く感謝申し上げます。
付記 ：本研究は JSPS 科研費（課題番号16K04719 代表者：佐野仁美、課題番号17K04889 代表者：岡林
典子）より助成を受けている。
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絵本を用いた実践をもとに─」（『関西楽理研究』第33巻、2016年、15-31頁）、岡林典子・難波正明・山
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